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　　　This　study　was　done　as　a1ink　in　the　chain　of　the　studies　on　the　prevention　of

damage　from　wind　in　the　u正ban　a正ea　of　coasta1region．The　area　of　the　studied　subject　is

the　coasta1Iegion　of　Tokyo　Bay，and　the　treated　period　is　the　two　years　of1966and

1967．

　　　The　improtant　results　are　as　fo皿ows：

　　　1．　　Generally，the　coasta1Ie摩on　on　the1ee　side　of　the　bay，where　the　fetch　is

1ong，has　re1ative1y　high－speed　winds．

　　　2．　　At　the　time　of　passing　of　the　co1d　front　ove正the　urban　area，it　can　be　seen

that　complicated　air　cu皿ents　aIe　distributed　in　the　area　centering　around　the　front，and

their　comp1exity　seems　not　to　be1ost　over　the　bay，too．

　　　3．　　Relation　between　obsewed　wind　speeds　at　a　representative　station（Tokyo

Disthct　Meteoro1ogica1Obsewat〇五y）and　those　at6ach　of　the　stations　in　Tokyo　and

Tokyo　Bay　is　examined　by　the　corre1ation　metho吐

　　When　the　wind砒ection　at　Tokyo　District　Meteorologic刎Obseπato正y　is　SSW，

high　correlation　covers　the　widest　aエea・Next　to　the　case　of　SSW，the　case　of　SSE　is　the

widest，and　the　case　of　S　is1imite吐（By　the　way，the　orientation　ofexposure　of　Tokyo

Bay　is　SSW．）

　　4．　　The　diεtdbution　of　stations　which　obsewe　the　winds　of　higher　speed　than

thoseatTokyo　District　Meteo正ologiga1Obseπatory　on　an　avemge　is1imited　in　the　coastal

regio羽of　Tokyo　Bay．This　pheno㎜enon　can　be　exp1ained　by　the　heiεht　of　the　anemom・

eteIofTokyoDistrictMeteoro1ogica10bseπatory，whichis67mabovesealeve1and
higher　than　that　of　nea■1y　au　of　the　said　stations．

　　　5．　　Area1distribution　of正e1ative1y　higher　speed　winds　md1owe正speed　winds

刎most　comesponds　to　the　areal　distribution　of　conveエgence　and　divergence　zones　in

Stream－1ine　an刎ySiS，reSpeCtiVe｝

1　はしがき

　昭和42隼度から44年度言での3カ年問，科

学技術庁特調費による総合研究「最近の都市開発

に伴う水害拾よぴ風害に関ナる研究」の中で，気

象研究所は「市街地高眉化による強風構造の変化

に関する研究」を担当したが，さらに気象研究所

内に拾いて筆者は，その中で，表題に示した「沿

岸都市域に券ける強風分布の解析的研究」を担当

した。昭和42～44年度の3カ年問とはいつて

も，実際に発足したのは昭和42年度も第4・4

半期となる時期であり，実質的には2カ年問の研

究であったといえる。

　この研究に当つて，風観測資料の入手が研究の

死命を制するものである。われわれは昭和41年

拾よぴ42年の2カ年間に歩いて，東京または横

浜で平均風速15肌／8ec以上の日を還ぴ出し，

強風吹送時を含めて，少なくとも24時問の風観

測資料を収集し得る観測点の資料を収集し，その

中の典型的な強風時の吹走状態について流線解析

拾よび等風速線解析を行ない，さらに，東京管区気

象台に拾ける風速に対して，東京都内珍よびその
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局辺の風速分布が如何なる関係にをるかを調ぺた。

　な拾，昭和44年6月に急速に発違しながら日

本海を東進した低気圧によつて，東京地方に強風

が吹き，その際，建彙中のビルが倒壊ナるという

現象が発生したので，急拠資料の入手を図り，昭

和41年，42年の強風資料によつて解析した結

果の検討に役立てたことを付け加えて拾く。

2　観測地点およぴ得られた強風資料

　本研究に使用した観測地点は図一1に示される。

図を見ると，本研究に十分と恩われる資料が入手

されたように思われるかも知れないが，昭和41

年は言だ観測が実施されていなかつた地点が多く，

また，昭和42年でも欠測などがあつて，完全に

全観測地点の資科を入手したのは，ほんのわずか

しかをかつたo

　強風出現のリストを表一1に示したが，41年

は8回，42年は7回である。その内，目本海を

発達しながら東北東進した場合に発生したのが6

回，台風によるものが2回，温帯低気圧化した台

風によるものが1回，前線帯の南下過程に玲いて

小じよう乱通過によるものが1回，深い気圧の谷

の通過によるものが1回，寒冷前線によるものが

2回，温暖前線の北上によるものが1回，温帯低

気圧が発生しながら日本列島を縦断した際に発生

したのが1回とをつている。わずか2カ年間の資

料に過ぎないが・これらの数字は東京玲よぴその

周辺に強風をもたらナ気圧配置の特徴を明らかに

している。す庄わち，東京地方に強風の吹送する

ときの夫部分は，目本海低気圧と台風によるもの

で，寒冷前線がそれに続くo

　これら15例の中から典型的なものとして，次

の5例を遺び出し，詳細な篇析を実施した。
（1）

（勾

（3

（φ

（⑤

台風が南東方を通過：昭和41年6月28日

台凪が北西方を通過：”41年9月25日
目本海低気圧　　　：”42年4月　4目

温暖前線の北上　　：〃41年7月　8目

寒冷前線通過　　　：・42隼5月　1目

　さらに，研究のまとめに入つた段階で，昭和44

年6月26日の目本海低気圧による強風資科を収

集し，解析と結果の検討に剰用した。今回の研究

に当つて最もよく資科を入手しえたのは，この6

月26目の資料である。

3　典型事例の解析結果

　前記典型事例の解析繕果の概要を以下に述ぺる。

3．1台風が南東方を通過：昭和41年6月28目

　台風6604号が6月28目に房総をかすめて通過，

三陸沖に抜けて行つた。この時，関東南部地方拾

よび東海道に豪雨が降り，相当の被害が発生して

いる。この台風の中心示度は房総半島東方の35．

4．N．，141．7o　Eに達した28日の21時には970

椛bで，中型台風である。

　この台風が東京地方に最も接近した28日の20

時と21時の流想と凪速分布図を図一2～図一5

に示した。20時から21時と台風が約75㎞の

表一1　強風出現日拾よぴその時の気圧配置

丁副b1e　　1　　　　　Lists　of　the　da七e　appeared　七he　s七rong　wind

　　　　m…　七h・・15・／…　i・・…　wi・d・p・・d・七丁・ky・

　　　　Distric七　〇bs．　or　Yokohama　Obs．　in　1966＆167

Year
1966

1967

Mon七h　da

2
2
5
5
6
7
9
11

2
0
3
4
4
5
10

10～11
23～24

　　0
9～11
　28
8～9
24～25
25～26

22～23
4～5
　27
　　4
　20
　　1
　　28

Pressure脾批em
Ex七ra七roPica1cyc1one　passes　across　the　Sea　of　Japan　in　rapid　deve1oping・
Ex七ra七ropioa1cyc1one　passes　through　七he　Japan　Is1ands　in　rapid　aeve1oping．
Ext「a七ropica1cyc工one　passes　across　七he　Sea　of　J乱pan　in　rapia　deve1oping．

Fron七a1　sys七em　goes　sou七h　wards　gradua！1y　oYer　七he　Japan　Is1ands．
TyI，1＝ioon　6604　is　pa昌sing　by　the　Boso　Peminsu1a・

Warm　Fron七　is　go　ing　up　north　ac　companiea　wi七h　nor七hing　ex七ra七ropica1　cyc1one．
Typhoon　6625　is　pass　ing　nor七he　rn　par七　〇f　Tokyo　northea　s七waras・
S七e　ep　n8rrow　七rouph　　pas　s　e　s　e　R　s七ward　s・

Ex七ratropic目1　oyc1one　passes　呂cross　七he　Se目　of　Japan　　in　rapia　aevekoping

CO1d　front　is　passing
Ex七ra七ropica1　cyc1one　passes　across　the　Sea　of　Japan　in　ra．pid　deve1oping
Ex七ratropica1　cyc1one　passes　across　七h有　Sea　of　Ja．pan　in　rapid　deve1oping
Ex1二ratropica1　cyc1one　passe　s　且cros　s　七he　Sea　of　Japan　in　rapid　deve1oping

Co1d　fron七　is　Passing
Ex七ra七roPica1　cyc1one　wh　i　ch　has　been　七ransformed　fro㎜七yphoon　passe　s

a1ong　七he　Pac　ific　c　oast　of　Ja1〕an
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　　　　　　　　　　　Okm

（昭和41年7月8日12時）

10

、 10

①
22

〃
ε

O
20

図一8 等風速繍図

　　　　　　　　　0km

（昭和41年？月8日11時） 図一9　等風速線図 （昭和41年7月8日12時）

一113一



最近の都市開発に伴う水害歩よぴ風害に関する研究　防災科学技術総合研究報告 第29号1972

！、ノ

外ノ 、！

㎞1 50km

図一10 流線図 （昭和41年9月25日02時） 図一11 流線図（昭和41年9月25目03時）

●。

20

」
16

①

20
い

20

／

km

10
　　　　　　　　　　0㎞

図一12 流線図 （昭和41年9月25日04時） 図一13 等風速線図 （昭和41年9月25日02時）

一114一



沿岸都市域に拾ける強風分布の解析的研究一臭田

10 、10

）、
24

　　　　　　1

10

20
6・

図一14 等風速線図 （昭和41年9月25日03時） 図一15　等風速線図 （昭和41年9月25日04時）

o㎞
50km

図一16　流線図　（昭和42年4月4日11時） 図一17　流練図 （昭和42年4月4日12時）

一115一



最近の都市開発に伴う水書拾よぴ風書に関する研究防災科学技術総合研究報告 第29号　1972

　0

」U
6

2

　図一18　流浪図

10　1・　　10

ミU

（昭和42年4月41ヨ13時）

　　　　レ
　　　　　　　　10

26

16

o㎞ O　　l0　　20　　30　　40　　50㎞

図一19　等風遠線図

　　　10

　　　Q

26

（昭和42年4月4日11時）

10

　　　　　　　12

20

20

20
　2

20

図．20

0　　10　20　30　仰　　50㎞

等風速線図 （昭和42年4月4日12時）　　図一21

　　　　　　　　　　－116一

0　　10　　2　　30　　40　　50㎞

等風速線図 （昭和42年4月4日13時）



沿岸都市域に拾ける強風分布の解析的研究一臭田

㌧

「皿
80

　　0　　6
10

8
　　10

　　　1012

2

：！4

り

10

図一22

（
1 流線図 （昭和42年5月1日19時）

ψ

L＿．＿＿．．、、．

図一23　等風速想図

、．、甘一

（昭和42年5月1日19時）／
）

図一24　流線図

！1℃

／　20

　0

㌧　20

　　　　　　　O

L．

20

10

10

（昭和44年6月26日06時）

　　　　　　！

ク
　　　　　　ー　　　　　　■
　　　　　ノー一　　　　’　　　　」　　　　』　　　／　　　」

20」ノー

図一25 等風速線図
　　L二ざ
（昭和44年6月26日06時）

一117一



最近の都市開発に伴う水書歩よぴ風害に関する研究　防災科学技術総合研究報告　第29号 1972

時速で北東に移動するのにつれて，東京周辺の気

流に徴妙注違いが現われていることが図からわか

る。東京湾周辺での最強風域は，湾の風下側にあ

たる千葉県紬ケ浦町付近にあり，京浜地帯は相対

的に弱い風速となる。

　この例ば東京周辺で北～北西の風向の場合の典

型である。

3・2　温暖前線北上：昭和41年7月8目

　7月7日から8日にかけて低気圧が朝鮮から目

本海を北東進し，それに伴い，太平洋沿葦沿いに

停滞していた梅雨前練が北上，その通過時に東京

管区気象台で平均最大風速南風26．4伽／8ecを

記録した。図一6～図一9に8日11時，12時
の流線図拾よび等風速線図を示す。

　東京湾上およびその周辺では一般に南西風が卓

越し，京浜地方内陸部に入ると南風となつている

が，特徴的なのは，横須賀から観音崎，湾口と，

複雑亥流線が描かれることである。風速は湾奥風

下側で強くなつているが，細かく見ると，江東区

で内陸に入るに従い，急速に風速が減衰して拾り，

流線図から見ると，この地域は発散領域に当つて

いる0

の例と変わりない。江東区の風速分布が，東京湾

奥の風向が南東の場合（02時）と南南東の場合（

03時）とで徴妙に変化していることに注意された

い。03時には江東区北部まで強風が吹いている。

また，三浦半島に顕著な弱風域が現われて拾り，

その地域が流線図上で発散域にをつているのも特

徴的である。

3．4　日本海低気圧＝昭和42年4月4目

　急速に発達しながら日本海を北東進した低気圧

にょって，4月4日は全国的に春の嵐が吹き荒れた

が，4月4日09時の低気圧は北海道江差の西方に

あって986伽b，5日には棒太の東部に抜けて

968肌bと台風なみに発達している。

東京に拾ける最大風速は昼すぎであるが，図一16

～図一21に4月4日11，12，13時の流線図と等
風速線図を示した。

　11～13時と東京管区気象台の風向はほぼ同様

の南寄りであるが，東京湾上の流線が示すように，

南西の風が強言ると流線の乱れも少なく凌つてい

る。それに伴い江東区の風速が11時には弱かつ

たが，12時には急に強まり，周辺地域とほぼ同

程度の風速となつているのも特徴的である。神奈
3・3台風捌晒方を瞳過1昭和41年9月25目（台風26号〕川県の東京湾沿岸拾よびその内陸部に弱風域が明

　9月23目発生した台風26号は台風24号と
の相互作用で急速に北上，約1，500㎞の行程を2

日足らずで通り抜け，24日夜半御前崎の西側に

上陸した。上陸後，甲府から埼玉県北部を通り，

仙台付近を通過して三陸沖に抜けている。図一10

～図一15に25日02，03，04時の流線図と
等風速線図を示したが，02時の台風の位置は東京

都の最西端上にあり，03時には郡馬県東端，04時

には福島県に達している。中心示度は，0塒には

約970肌b，03時には972伽b，04時には986桃
である。東京周辺の暴風雨観測表は第2表に示した。

　東京湾およぴその周辺では，風下側に強風帯が

内陸部にまで入り込んで存在していることは前出

表一2　昭和41年9月25日台風26号による暴風雨

浜

葉

最低気圧　臼時分　　最　大　風　速　　　最大日間風速　　障水暑

（nb〕　　　　　　皿■9凪向　日時分　m■9風向　H時分1（mn〕

。9皿L＿250川舳SSEツ竺．jSE2川58■
・・1□巧い■・川…・・河・・㎜1・

9960　　　　25　01　4昔　19？　SSE　25　01　50　罰82　SSE　25　01　59

纈6．2

1025

－05

瞭になるのも南西風のときの特徴である。

3．5寒冷前線通過1昭和42年5月1目

　低気圧が発達しながら治海州を北東進，寒冷前

線が5月1目夕方，東京地方を通過した。1目の

日中は南寄りの強風が吹いたが，その状況は日本

海低気圧の場合とほほ同様であるので省略し，寒

冷前線通過時の19時の流線図券よび等風速線図を

図一22，図一23に示す・
　図から明らかなように，19時寒冷前線は江東

区西部から隅田川河口付近を通り，それより西南

西に変つて東京都町田市付近を通過し，南西方向

に延びている。流線は前線の前面地域に当る東京

湾上でも複雑になつている模様であるが，湾上に

拾ける実測は第2海墜のみで，ナペて湾周辺の値

によつて推定したもので不確実であり，将来，機

会を得て検討したいと考えている。

　風速分布は南酉風の吹さ込む暖域に当る東京湾

上では千棄県側で強くなつているが，前線の近傍

では複雑である。

3．6　日本海低気圧1昭和44年6月26貝

　昭和44年6月25目から26日にかけて，朝
鮮海峡から目本海を発達しながら低気圧が北東進
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した。この低気圧によつて26日未明から東日本

は梅雨時に珍らしい暴風雨に見舞われた。東京で

は工事中の建築鉄骨が3棟も倒壊するという現象

が発生した。研究対象期間を過ぎた時期の現象で

はあるが，急拠観測資料の収集を行ない，強風の

吹送状態を調ぺた。観測資料は広範囲に豊富に入

手することが出来たので・対象期間（41，42

年）の解析結果の吟味に使用することもできた。

　図一24，図一25は26日06時の流線図春
よび等風速線図であるい

　倒壊発生時刻は03時10分，07時15分，

07時30分で，07時頃の倒壊建築物は06時
頃から危険な状態になつていたそうである。

　流線図拾よび等嵐速線図しの状況は，同じ日本海

低気圧でありながら，昭和42隼4月4日のそれ
と若干異なつた分布を示している。この相違は主

として日本海低気圧周辺の気圧配置の相違による

ものである。すなわち，4月4日の方は本邦東方

洋上に低気圧があつて，その中心から房総半島北

部を通る前線があるのに対して，6月26日の方

は本邦東方洋上に1021伽bという強い高気圧が
あつて南方洋上の高気圧と連なつて，低気圧の進

行をさえぎるように存在して券り，これらの相違

が関東地方南部に拾ける風系に対して徴妙な相違

を与えていると考えられる。

　流線図上の発散域と弱風域（例えば神奈川県の

東京湾沿岸地帯），収束域と強風域（例えば江東

区拾よび千葉市北方）の一致が一見られる。

4東京管区気象台の観測値と各地点の値との関係

　前節では気象じよう乱の種類拾よび経路別の典

型例を示し走のであるが，本節では東京管区気象

台の観測値を基にして，各地点の観測値との間の

平均的な関係を検討する。

　表一3に東京管区気象台の観測値を基準値とし

て，各地点の風速値との相関係数拾よぴ回帰式を

東京管区気象台の風向別に求めた結果を示し走。

表だけでは判り難いので，資料数の多いSSE，

S，SSWの3風向の場合の相関係数の分布図を

図一26・27，28　に，同じく3風向について東

京管区気象台の風速が30伽／secの場合の推定

風速分布を図一29，30，31に示したo

4．1　東京管区気象台の風向がS　S　Eの場合

　図一26を見れぱわかるように，S　S　Eの風向の

場合に相関の良いのは東京湾沿岸に限られ，江東

区北部から墨田区，葛飾区等の東京北東部および

東京南西部は極めて相関が悪い。

　推定風速は図一29で示されるが，相関係数の

高い地域で東京管区気象台の風速を上廻る値が得

られ，相関係数の低い地敏てぱ風速が小さく現われている。

　東京管区気象台の風速計の地上からの高さは52．

2伽であり，東京タワーを除けぱ，各地点の風速

計高度よりは，はるかに高い。一般にわれわれの

行なつたよう在解析では，風速計高度による風速

の相違をなくすためにベキ法則を使用して標準高

度（地上15伽または10刎）に修正するのである

が，今回の解析は全て修正せず，観測値そのもの

を使用した。その理由は，気象庁あるいは各気象

台から発表される気象情報は全て観測値そのもの

を基準として発表されるので，実用上から観測値

そのものを使用した方がわかりやすいことと，ペ

キ法則それ自身平均的に庄りたつものであるが，

指数が地面粗度の影響によつて徴妙に変化するが，

各地点の地面粗度の推定が困難であるため，修正

することによつてかえつて誤差を大きくする危険

があるためであるo

　東京管区気象台の風速値が他地点に比して割合

大きく出ているのは，東京管区気象台の地点が強

風の吹きやすいと1二ろに当るということを意味し

ているのではなく，気象台の正規観測施設として，

条件を整備され，しかも52，2刎という高度に倉

ける測定であることが，他地点よりも風速を大き

くしている原因であると考えられる。東京湾周辺

の海岸各地点との相関が非常によいのは，以上の

ような関係を裏付けするものと考えられる。

　SSEの風向の場合には，風下側に当り，しかも

東京湾上の吹送距離の長い海岸地帯が東京管区気

象台の風速を上廻つており，東京の南西部も東京

管区気象台と値ぼ等しい風速となつているのが特

徴的である。千葉県側は東京都に隣接している地

域を除いて一般に風速が弱くなつている。

4．2風向がSの場合
　図一27によつて相関係数の分布を見ると，
S　SEの風向の場合とは大部異をつた分布をして拾
り，0．8以上の値の地域は小地域に分散し，総体

的に見れぱ．東京管区気象台の風速の地域代表性

表中50例／secの場合の風速値に70刎／sec以上という異常な値が見られるが，使用資料は30例／sec

以下のものであり，信頼すぺき値てはない。
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表一3 東京管区気象台と各地点の風速との風向別の相関係数，回帰式お・よぴ東京管区気象台の風速が30％eC

50明eCの場合の推定風速

Tab1e　3．　The　corre1a七ion　coffic　ian七　and　七he　regress　ion　rqua七ion　of

　　　　wind　speea　among七he　Tokyo　Dis七ric七　0bser∀atovy　（Wj）　and　each

　　　　s七a七ions　c1assified　by　wind　airec七ion　a七　七he　Tokvo　Ds七ric七　〇bserva。七〇ry。

Wind一 Number Corre1a七〇n Estima一七ed Wind　Speea
S七a一七ion of Regression

Direc七ion Da七a Coefficien七 wj・30m／・ wj＝50m／・

Sunamachi ㎜ 4 0．81
Shinonome 〃 4 O．13
Asashio 〃 4 O．26
Tokyo　Tower 〃 4 O．26
（250m）

Musashino 〃 4 O．79

Sunamachi ㎜ 5 0．53
Shinonome 〃 5 O．79
Asashio 〃 5 0．97
Tokyo　Tower 〃 5 O．64
（253m）

Musashino 〃 5 O．82

Sunamachi ENE 4 O．26
Shinonome 〃 4 O．99
Asashio 〃 4
Musashino 〃 4 O．80

Sunamachi E 4 O．09
Shinonome 〃

Asashio 〃

Musashino 〃

Sunamachi SSE ！0 O．84 W＝1．63Wガ2．99 46 78
Shinonome 〃 16 O．73 W＝O．92＋O．89Wj 28 45

Asa．shio 〃 16 O．79 W二〇．57＋O．95Wj 29 48
Musashino 〃

15 O．66 W：O．25＋O．53“j 16 27

Tokyo　Tower 〃
13 O．85 W＝1．73Wj－0．59 48 83

107m
。　253m 〃 13 O．72 W：1．93＋1．54Wj 48 79

Kojimachi 〃 8 O．33
Fukaoawa 〃 8 O．22
Yod－obama 〃 8 O．30
Shimura 〃 8 O．66 W：O．94＋O．69Wj 22 35

Oji 〃 8 O．46 W：3．06＋0．31Wj 12 19

Sonju 〃 8 O．28
Kanamachi 〃 8 0．33
Eaogawa 〃 8 O．16
Oi 〃 8 O．52 W＝1．44Wj－1．26 42 71

Chofu 〃 13 O．90 W：1．09Wj－O．52 32 54

Fuchu 〃 8 一〇．49

Tachikawa 〃 8 O．31
Ma－chid－a 〃 8 一〇．23

Hachioji 〃 8 O．36
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表一3その②

Wind一 Number Corre1a・七ion Es七ima七ed－　　Wind－speed

S七a七ion of Regression　eq・

Direc七ion Da七割 Coefficien七 wi＝30m／・ wi＝50m／s

Ome SSE 8 O．ラ9 W：O．63Wj－1．75 17 30

Ichikawa 〃 16 O．83 W：1．13Wj＋1．52 36 58

Chiba 〃 16 0．48 W＝O．42Wj＋3．88 16 25

Chidoricho 〃 16 O．77 W＝1．25W卜1．04 37 62

Yokoha．ma 〃 16 0．72 W＝1．18Wj－O．27 05 59

Funabashi 〃 15 O．53 W＝O．53Wj＋1．93 18 28

Tsurumi 〃 15 O．93 W＝2．05Wj－7．47 54 95

Kisara七su 〃 14 O．50 W＝O．55Wj＋5．94 23 34

Anegasaki 〃 9 0．78 W＝O．90Wj＝2．42 29 47
Hira。七suka 〃 14 0．13

Asashio S 123 O．81 W＝1．47Wj－7．27 37 66
Musa．shino 〃 121 O．58 W：O．59＋O．40Wj 12 20
Shinonome 〃 116 O．51 W＝1．58＋O．89Wj 28 46
Eaogawa 〃 63 O．58 W＝3．10＋O．54Wj 19 30
0i 〃 63 O．36
Chofu 〃 63　　’　　　O．79 W＝1．79＋O．61Wj 20 02

Ta．chika．wa 〃 60 O．59 W・・O．12＋O．67Wj 20 04

Machid－a 〃 63 0．70 W＝O．50Wj－O．30 15 25

Yodoba．shi 〃 62 O．64 W＝O．60＋0．65Wj 20 33

Fuchu 〃 62 O．59 W：O．85Wj－1．26 24 41
Ome 〃 62 O．43 W＝O．41Wj－O．14 12 20
Hachioji 〃 60 O．50 “＝O．45W卜O．93 12 22

Shi七ay邑 〃 45 O．34
Tokyo　Tower 〃 96 O．58 W＝5．85＋O．48Wj 20 30
107m
l1　253m 〃 99 O．68 W＝3．92＋1．02Wj 34 55

Sunamachi 〃 87 O．77 W＝2．57＋1．03Wj 33 54
Kojimachi 〃 63 O．62 W＝1．28＋O．63Wj 20 33

F血agaWa
〃 63 O．75 W＝1．16＋O．71Wj 22 36

Shimura 〃 63 O．57 W＝0．80＋0－55Wj 17 29
Oji 〃 63 O．66 材＝O．18＋O．70Wj 21 35

Senju 〃 63 O．85 W＝2．04＋O．60Wj 20 32

Kanamachi 〃 63 O．54 W＝2．07＋O．53Wj 18 28

Chiba 〃 124 O．34 W・・O．45Wj＋7．25 21 30
Ichikawa 〃 123 O．65 W＝O．56Wj＋6．65 24 35

Angasaki 〃 117 O．61 W＝O．62Wj＋5．50 24 36

Funabashi 〃 100 O．54 W＝O．33Wj＋3．89 14 20

Kisara七su 〃 91 O．52 W＝O．43Wj＋8．21 21 30

Ydkohαma 〃 124 O．55 W＝O．55Wj＋4．35 21 32

TSur㎜i 〃 120 O．47 “＝O．76Wj＋3．39 26 41

Chid－orich◎ 〃 117 O．60 W＝O．64灼十3．96 23 36
ISOgO 〃 49 O．92 “＝O．79Wj＋O．94 25 41

Hira七suka 〃 96 O．55 “＝O．52Wj＋3．14 19 29

Musashino SSW 94 O．68 W＝O．53Wj－1．07 15 26

Tokyo　Towe 〃 64 0．72 W＝4・44＋0・50Wj 20 30
107m
”　250m 〃 81 O．68 W＝7．37＋O．75Wj 30 45
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表一3その③

Wind Number Corre1a七ion Es七ima七ed　　　Wind　speed

S七a七ion 0f RegreSSiOn　eq．

Direc七ion Da七a Coefficien七 wj＝30m／・ wj＝50／・

Asa．shio SSW 97 O．87　　　1W＝1．84＋O．74Wj 34 39

Shinonome 〃 73 O．67 W＝3．73＋O．81Wj 28 44
Sunamachi 〃 72 O．79 W＝0．07＋O．92Wj 31 49
Kojimachi 〃 45 O．69 W＝1．17＋O．65Wj 21 34

Fukagawa 〃 45 O．73 W＝O．39＋O．69Wj 21 35

Yoaobashi 〃 45 O．63 W＝！．95＋O．55Wj 18 29

Shimura 〃 45 O．60 W：0．54＋O．5Wj 18 29

Oji 〃 45 O．64 W＝O．12＋O．69“j 21 35

Senju 〃 45 O．60 W＝3．20＋O．50Wj 18 28

Kanamachi 〃 45 O．56 W＝2．46＋O．41Wj 15 20

Edog洲a 〃 45 O．60 W＝2．58＋O．60W1 21
L

33
0i 〃 45 O．50 W＝4，12＋O．44Wj 17 26
Chofu 〃 45 O．46 W＝2・09＋O．州j 16 26
Fuchu 〃 45 O．63 W＝O．80Wj－1．48 22 38
Tachikawa。 ”　　　　　　45 O．77 W＝O．82Wj－2．02 23
Machida

39
”　　　　　　45 O．55 W＝1・9帥．33Wj 12 18

0㎜e 〃 45 O．57 W＝0．30Wj－0．32 10 16
Hachioji 〃 38 0．73 W＝O．54Wガ2．73 13 24
Shi七aya 〃 30 O．48 W＝O・36・O．30Wj 9 16
Nomikawa 〃 7 O．86 W＝2・22＋O．61Wj 21 33
Chiba。 〃 97 0．54 W＝O．63Wj＋5．93 25 38
Ichikawa 〃 97 O．78 W＝O．58Wj＋5．61 23 35
Anegasaki 〃 92 O．73 W＝O．64Wj＋6．06 25 38
Funabashi 〃 81 O．73 W＝O．34Wj＋3．94 14 21
Kisara七su

〃 71 O．54 W＝O．42Wj＋8．29 21 30
Yakoha醐a。 〃 97 O．42 W＝O．34Wj＋6．67 17 24
Tsurumi 〃 94 O．14
Chidoricho 〃 88 0165 W＝O・4Wj＋5，77 20

〃
29

ISOg0 48 O．43 W：O．24Wj＋6．68 14 19
Hira七suka 〃 87 0．63 W＝O・41Wj＋2．61 15 23

Asashio SW 7 O．94 W＝O．91Wj＋O．32 28 46
Tokyo　Tower 〃 4 O．99 W＝O．66Wj＋4．97 25 38
107m
253m 〃 7 O．77 W＝O．84Wj＋6．63 32

Musashino
49

〃 7 O．65 W＝O．19Wj＋O．46 6 1O
Shinonome 〃 6 O．45 W＝O．80Wj＋O．33 24 40

Musashino ㎜ 5 O．59
Shinonome 〃 4 0．52
Asashio 〃 4 O．25

Sunam乱chi N 12 O．90 W・0・71・O．76Wj 23
Musashino

39
〃 11 0．94 W＝O・22＋0．44Wj 14 22

Asashio 〃 10 0．87 W＝O．79Wj－O．77 20 38
Shinonome 〃 5 O．99 材：O．66Wj＋0．36 20 03
Tokyo　Tower 〃 8 O．50 W＝O．62Wj＋4．91 24 36
107m
253m 〃 6 O．78 W＝O．96Wj＋6．40 35 54
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図一30　Sの風向の場合 図一31　SSWの風向の場合

はSSEの場合よりも小さくなつている・重た，
東京管区気象台の南北両側に0．4以下という低相

関域が現われており，東京湾西岸に拾ける地形が

微妙に影響しているようである。

　推定風速の分布ぱ　図一30　に示すようにS
の風向に対して湾上の吹走距離の長い湾奥地域に，

東京管区気象台の風速を上廻る地域が見られるが，

その地域は狭い範囲に限られる。

4．3風向がS　SWの場合

　この場合の相関係数の分布はSの風向の場合よ

り高相関の地域が広がり，割合単純な形となつて

いる。特徴的なのは，東京都西部に0．7以上とい

う地域が見られることである（図一28参照）。

　図一31によつて推定風速の分布を見ると，東

京管区気象台の風速とほぼ同程度の風速の地域は，

風下側湾奥の部分に限られている。千葉県側東京

湾沿岸の風速がもつと強く現われてもよいように

思われるが，風下側東京湾上の吹走距離の長い部

分でも弱くなつている。この原因について若干の

検討をしてみる。

　各地点の観測値は，それそれその地域を代表し

うる精度をもつているという前提に立つのである

が，まず考えられることは，東京管区気象台の風

向がSSWの場合には，東京湾周辺の地形の影響で，

千葉県北部の沿岸地域が気流の発散域となるため

ではないかということであるo

　それを3節で述ぺた典型例によつて確かめるこ

ととする。東京管区気象台の風向がSSWの場合は，

昭和41。年7月8日12時（図一7，図一9）と

昭和42年4月4目，11，12，13時（図一19
～図一21）があげられる。これらの等風速線図

を比較すると明らかなように，東京都東部から千

葉県にかけての東京湾奥部の風速分布の模様は，

風速に違いがあるが，非常に良く似ており，千葉

県の東京に隣接する地域の風速がいずれも弱ぐな

つている。そして流線図で見ると，上記弱風域は

気流の発散域と一致して春り，われわれの推論の

正しいことが確かめられる。

5　ま　と　め

　東京湾奥，沿岸都市域を中心に昭和41，42

年の資料によつて強風の吹送状態を解析した結果

をまとめると，次のように集約される。

　（1）一般に東京湾上の吹送距離が長い風下側沿
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岸で相対的に強い風が吹くo

　（2）寒冷前線通過時には，前線付近を中心に複

　　雑な気流の分布が見られ，東京湾上に拾いて

　　もその複雑さは失われ珪いようである。

　（3）東京管区気象台の風速観測値と東京湾周辺

　　各地点のそれとの相関関係は，同気象台の風

　　向がSSWの場合に最も広範囲に良い相関が

　　見られ，SSEの場合がそれに次ぎ，Sの場

　　合には範囲が狭くをる。

　（4）東京管区気象台の風速観測値よりも，平均

　　的に強い風速を観測する地点は大体東京湾沿

　　岸部に限られ，特に，同気象台の風向がSSE

　の場合には東京都江戸川区玲よび東京都港区

　以南の横浜市にいたる治岸地帯が，Sの場合

　は江東区から江戸川の沿岸部が，SSWの場

　合は江戸川区歩よび千葉市付近が強風となる

　ので，注意を要する。

（5）SSWの風向の場合に東京都に隣接した千

　葉県治岸地域が相対的に弱風域となるが・こ

　れは気流の発散域と一致して現われる。

（6）相対的に見た強風域珍よぴ弱風域は，それ

　ぞれ流線解析に歩ける収束域拾よび発散域の

　分布とほぼ対応している。

以　上
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